
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＢＶＤ－ＭＤもＢＶＤ－ＭＤもＢＶＤ－ＭＤもＢＶＤ－ＭＤもＢＬもＢＬもＢＬもＢＬも発生が確認された場合は、家保へ家保へ家保へ家保へのののの届出だけ（届出伝染病）届出だけ（届出伝染病）届出だけ（届出伝染病）届出だけ（届出伝染病）で、

殺処分も異動禁止の命令もありません。しかし、発症発症発症発症牛や牛や牛や牛やそのそのそのその乳等の生産物は食品として乳等の生産物は食品として乳等の生産物は食品として乳等の生産物は食品として

出荷することが出荷することが出荷することが出荷することが出来出来出来出来ません。ません。ません。ません。また、感染が疑われた牛を、まん延防止のために自主淘汰・自主淘汰・自主淘汰・自主淘汰・

早期廃用早期廃用早期廃用早期廃用をしても、家畜伝染病予防法に基づく手当金は手当金は手当金は手当金はあああありませんりませんりませんりませんし、家畜共済の対象に

もならない場合があります。 

 このような疾病だからこそ、生産者の理解と地域全体での生産者の理解と地域全体での生産者の理解と地域全体での生産者の理解と地域全体での防疫防疫防疫防疫対策対策対策対策が必要が必要が必要が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県松本家畜保健衛生所 

〒390-0851 松本市島内西川原 6931 

TEL:0263-47-3223 FAX:0263-47-0101 

E-mail:matsukachiku@pref.nagano.lg.jp 

中信家畜畜産物衛生指導協会 

TEL：0263-47-6789 

平成 27 年(2015 年)３月 18 日 ＜No-22＞ 

    

    

    

地域一丸となって取り組みましょう！地域一丸となって取り組みましょう！地域一丸となって取り組みましょう！地域一丸となって取り組みましょう！ 

牛ウイルス性下痢・粘膜病牛ウイルス性下痢・粘膜病牛ウイルス性下痢・粘膜病牛ウイルス性下痢・粘膜病((((ＢＶＤＢＶＤＢＶＤＢＶＤ----ＭＤＭＤＭＤＭＤ))))    

清浄化清浄化清浄化清浄化    

牛白血病牛白血病牛白血病牛白血病((((ＢＬＢＬＢＬＢＬ))))    

感染拡大防止感染拡大防止感染拡大防止感染拡大防止    

【【【【ＢＶＤ－ＭＤＢＶＤ－ＭＤＢＶＤ－ＭＤＢＶＤ－ＭＤ】】】】    

（原因）（原因）（原因）（原因）    ＢＶＤウイルスの感染ＢＶＤウイルスの感染ＢＶＤウイルスの感染ＢＶＤウイルスの感染    

（（（（症状症状症状症状））））    

・下痢、呼吸器症状。 

 ・妊娠牛が感染すると奇形子の娩出、流産。 

・時に持続感染牛持続感染牛持続感染牛持続感染牛((((以下「以下「以下「以下「ＰＩ牛ＰＩ牛ＰＩ牛ＰＩ牛」」」」

＊＊＊＊

という。)を出産。 

((((感染経路感染経路感染経路感染経路))))    

・・・・近隣農場から人や物に付着。 

・妊娠初期に感染した母牛から産まれた子牛がＰＩ牛産まれた子牛がＰＩ牛産まれた子牛がＰＩ牛産まれた子牛がＰＩ牛で、これによるウイルス拡散。 

・ＰＩ牛の導入ＰＩ牛の導入ＰＩ牛の導入ＰＩ牛の導入による農場内へのウイルス侵入。。。。                などが考えられます。 

    

＊ＰＩ牛とは＊ＰＩ牛とは＊ＰＩ牛とは＊ＰＩ牛とは    

〇生まれながらにしてＢＶＤウイルスに感染しており、ＢＶＤウイルスをＢＶＤウイルスをＢＶＤウイルスをＢＶＤウイルスを涙、鼻汁、唾液、尿、涙、鼻汁、唾液、尿、涙、鼻汁、唾液、尿、涙、鼻汁、唾液、尿、

糞、乳汁などの体液中に糞、乳汁などの体液中に糞、乳汁などの体液中に糞、乳汁などの体液中に一生涯排出一生涯排出一生涯排出一生涯排出し続ける牛です。 

〇母牛のおなかの中で、妊娠初期（胎齢80〜120日の間が多い）に感染した場合に生まれます。 

(この頃の胎児は免疫反応が未発達で、ウイルスを自分の体の一部とみなすため、抗体を産

生せず、生後もウイルスと共存し続けます。) 

〇虚弱な場合が多く、発育不良発育不良発育不良発育不良、長期不受胎長期不受胎長期不受胎長期不受胎。下痢やかぜにかかると治りにくく長期化します。

なお、粘膜病を発症した場合は死の転帰をとります。発症した場合は死の転帰をとります。発症した場合は死の転帰をとります。発症した場合は死の転帰をとります。 

〇なかには、健康に発育し、正常に妊娠や出産するＰＩ牛正常に妊娠や出産するＰＩ牛正常に妊娠や出産するＰＩ牛正常に妊娠や出産するＰＩ牛がいますが、ＰＩＰＩＰＩＰＩ牛から産まれる子牛から産まれる子牛から産まれる子牛から産まれる子

牛は必ず牛は必ず牛は必ず牛は必ずＰＩＰＩＰＩＰＩ牛牛牛牛になります。  

 

 

事例１ ２農家で「ＰＩ疑い牛」各１頭を確認。 

    両牛の母牛が妊娠中同時期に牧場Ｙに放牧されており、Ｙ牧場で母牛が感染Ｙ牧場で母牛が感染Ｙ牧場で母牛が感染Ｙ牧場で母牛が感染し、下牧後下牧後下牧後下牧後

「「「「ＰＩ疑い牛ＰＩ疑い牛ＰＩ疑い牛ＰＩ疑い牛」」」」を分娩を分娩を分娩を分娩した可能性が否定できません。 

 

事例２ 別の農家別の農家別の農家別の農家で確認された「「「「ＰＩ疑い牛ＰＩ疑い牛ＰＩ疑い牛ＰＩ疑い牛」」」」は、不受胎により３シーズン公共牧場Ｚに放牧不受胎により３シーズン公共牧場Ｚに放牧不受胎により３シーズン公共牧場Ｚに放牧不受胎により３シーズン公共牧場Ｚに放牧さ

れており、３シーズンにわたり他の放牧牛へ感染が拡大３シーズンにわたり他の放牧牛へ感染が拡大３シーズンにわたり他の放牧牛へ感染が拡大３シーズンにわたり他の放牧牛へ感染が拡大したのではと心配されました。 

    追跡調査の結果、平成平成平成平成 25252525 年度にＺ牧場で起こったＢＶＤウイルスによる流産年度にＺ牧場で起こったＢＶＤウイルスによる流産年度にＺ牧場で起こったＢＶＤウイルスによる流産年度にＺ牧場で起こったＢＶＤウイルスによる流産は、このこのこのこの

牛が感染源牛が感染源牛が感染源牛が感染源になったのではないかと推察されました。 

 

平成 26 年度、松本家保管内だけで「ＰＩ疑い牛」を４戸６頭確認 今年度管内で確認された事例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

        ＢＶＤ－ＭＤもＢＬも地域地域地域地域全体で全体で全体で全体で侵入・まん延防止侵入・まん延防止侵入・まん延防止侵入・まん延防止をしなければなりません。    

        そこで、中信中信中信中信家畜畜産物衛生指導協会（中信家畜畜産物衛生指導協会（中信家畜畜産物衛生指導協会（中信家畜畜産物衛生指導協会（中信衛指協衛指協衛指協衛指協））））がががが松本家保松本家保松本家保松本家保とととと連携連携連携連携し、次のとお

り検査事業を実施ます検査事業を実施ます検査事業を実施ます検査事業を実施ますので、ご活用下さい。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問い合わせ先：防 疫 課 宮澤、佐藤（担当） 

１ ＢＶＤ－ＭＤ 

  検査手数料：８２０円／頭(免疫学検査）・・・２週齢未満の牛は検査が出来ません。 

        １，５００円／検体(遺伝子検査)・・２週齢未満の牛も検査可能。 

    検査結果が出るまでに１週間程度１週間程度１週間程度１週間程度 

２ ＢＬ 

 （１）検査を希望する全ての牛 

検査手数料：８２０円／頭（免疫学検査） 

 （２）ヨーネ病検査等に併せた牛群の全頭検査 

    検査手数料：検査総数の 1/2 を上限に検査料(820 円／頭)を免除 

    検査結果が出るまでに１週間程度１週間程度１週間程度１週間程度 

＊採血は臨床獣医師に依頼して下さい。ただし、家保が実施するヨーネ病検査に併せて実施

する場合は、家保が採血します。 

 詳しくは家保へお問い合わせください。 

１１１１    ＢＶＤＢＶＤＢＶＤＢＶＤ----ＭＤＭＤＭＤＭＤ    

・検査対象牛：検査を希望する全ての牛・検査対象牛：検査を希望する全ての牛・検査対象牛：検査を希望する全ての牛・検査対象牛：検査を希望する全ての牛    

・検査手数料：・検査手数料：・検査手数料：・検査手数料：３００円／頭３００円／頭３００円／頭３００円／頭((((衛指協の集約による衛指協の集約による衛指協の集約による衛指協の集約による効率的な遺伝子検査効率的な遺伝子検査効率的な遺伝子検査効率的な遺伝子検査で生産者負担軽減で生産者負担軽減で生産者負担軽減で生産者負担軽減))))    

    検査結果が出るまでに検査結果が出るまでに検査結果が出るまでに検査結果が出るまでに１～１～１～１～２週間２週間２週間２週間    余裕を見てください。余裕を見てください。余裕を見てください。余裕を見てください。    

 

２２２２    ＢＬＢＬＢＬＢＬ    

・検査対象牛：放牧予定牛、牛群・検査対象牛：放牧予定牛、牛群・検査対象牛：放牧予定牛、牛群・検査対象牛：放牧予定牛、牛群中の陽性牛中の陽性牛中の陽性牛中の陽性牛が把握されている農場の陰性牛・未検査牛が把握されている農場の陰性牛・未検査牛が把握されている農場の陰性牛・未検査牛が把握されている農場の陰性牛・未検査牛    

・検査手数料：・検査手数料：・検査手数料：・検査手数料：４１０円／頭４１０円／頭４１０円／頭４１０円／頭【【【【免疫学検査免疫学検査免疫学検査免疫学検査(820(820(820(820円／頭円／頭円／頭円／頭))))の半額補助（の半額補助（の半額補助（の半額補助（国の助成事業を活用国の助成事業を活用国の助成事業を活用国の助成事業を活用））））】】】】    

    平成平成平成平成27272727年度に年度に年度に年度に放牧予定の牛放牧予定の牛放牧予定の牛放牧予定の牛については、については、については、については、３月以降に採血した血液３月以降に採血した血液３月以降に採血した血液３月以降に採血した血液を検体として下さいを検体として下さいを検体として下さいを検体として下さい    

    検査結果が出るまでに検査結果が出るまでに検査結果が出るまでに検査結果が出るまでに１～１～１～１～２週間２週間２週間２週間    余裕を見てください。余裕を見てください。余裕を見てください。余裕を見てください。    

    

＊＊＊＊「ＢＶＤ「ＢＶＤ「ＢＶＤ「ＢＶＤ----ＭＤ」と「ＢＬ」は同一の血液で検査が可能です。両疾病の検査を併せて行ＭＤ」と「ＢＬ」は同一の血液で検査が可能です。両疾病の検査を併せて行ＭＤ」と「ＢＬ」は同一の血液で検査が可能です。両疾病の検査を併せて行ＭＤ」と「ＢＬ」は同一の血液で検査が可能です。両疾病の検査を併せて行

うことをお勧めします。うことをお勧めします。うことをお勧めします。うことをお勧めします。    

採血は臨床獣医師採血は臨床獣医師採血は臨床獣医師採血は臨床獣医師((((中信衛指協指定獣医師中信衛指協指定獣医師中信衛指協指定獣医師中信衛指協指定獣医師))))に依頼して下さい。に依頼して下さい。に依頼して下さい。に依頼して下さい。    

    

中信衛指協による検査事業（平成中信衛指協による検査事業（平成中信衛指協による検査事業（平成中信衛指協による検査事業（平成 27272727 年４月１日から）年４月１日から）年４月１日から）年４月１日から）    

家畜保健衛生所へ家畜保健衛生所へ家畜保健衛生所へ家畜保健衛生所へ直接直接直接直接依頼する場合依頼する場合依頼する場合依頼する場合 

来年度来年度来年度来年度の衛生対策のポイントの衛生対策のポイントの衛生対策のポイントの衛生対策のポイント    

ＢＬＢＬＢＬＢＬ                ：牛群の浸潤状況を把握し、感染拡大を最小限にする衛生管理技術の確立：牛群の浸潤状況を把握し、感染拡大を最小限にする衛生管理技術の確立：牛群の浸潤状況を把握し、感染拡大を最小限にする衛生管理技術の確立：牛群の浸潤状況を把握し、感染拡大を最小限にする衛生管理技術の確立    

ＢＶＤ－ＭＤ：ＰＩ疑い牛の摘発ＢＶＤ－ＭＤ：ＰＩ疑い牛の摘発ＢＶＤ－ＭＤ：ＰＩ疑い牛の摘発ＢＶＤ－ＭＤ：ＰＩ疑い牛の摘発((((導入牛は導入前又は導入後早期に導入牛は導入前又は導入後早期に導入牛は導入前又は導入後早期に導入牛は導入前又は導入後早期に検査検査検査検査))))と早期廃用と早期廃用と早期廃用と早期廃用 

【【【【地方病性（成牛型）牛白血病地方病性（成牛型）牛白血病地方病性（成牛型）牛白血病地方病性（成牛型）牛白血病】】】】    

（原因）牛白血病ウイルスの感染（原因）牛白血病ウイルスの感染（原因）牛白血病ウイルスの感染（原因）牛白血病ウイルスの感染    

（（（（症状症状症状症状））））    

        ・・・・牛白血病牛白血病牛白血病牛白血病ウウウウイルスに感染している牛の数パーセントが発症イルスに感染している牛の数パーセントが発症イルスに感染している牛の数パーセントが発症イルスに感染している牛の数パーセントが発症。。。。    

・・・・全身リンパ節の腫大、全身臓器での腫瘍形成、削痩、乳量減少、眼球突出。 

・発症した場合は死の転帰死の転帰死の転帰死の転帰。。。。 

（（（（感染経路感染経路感染経路感染経路））））    

・除角、削蹄など除角、削蹄など除角、削蹄など除角、削蹄などの出血を伴う作業による感染牛の血液との接触感染牛の血液との接触感染牛の血液との接触感染牛の血液との接触。直検手袋の使い回し。直検手袋の使い回し。直検手袋の使い回し。直検手袋の使い回し。 

・吸血昆虫による吸血。 

・胎内感染、乳汁感染。                  などが考えられます。 


